
常
に
消
費
者
の
た
め
、地
域
社
会
に

お
役
に
立
つ
代
理
店
に
な
る

常
に
消
費
者
の
た
め
、地
域
社
会
に

お
役
に
立
つ
代
理
店
に
な
る

　

金
子
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
重
点
施

策
の
「
三
冠
王
（
会
員
増
強
・
国
民
年

金
基
金
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
コ
ー

ス
）」
に
触
れ
、
山
梨
、
熊
本
、
奈
良
、

京
都
代
協
が
５
年
連
続
、
続
い
て
滋
賀

代
協
が
３
年
連
続
（
初
回
と
合
わ
せ
４

回
獲
得
）
、
新
た
に
福
井
、
福
岡
代
協

が
達
成
さ
れ
全
国
を
リ
ー
ド
し
た
。
特

に
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
の
受

講
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
全
47
代
協
が
目

標
を
達
成
し
２
０
５
５
名
が
受
講
し
た

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
で
は
、
15
年
連
続
達
成
の

福
岡
を
は
じ
め
、
11
代
協
が
目
標
達
成

す
る
な
ど
20
代
協
は
会
員
数
維
持
も
し

く
は
増
店
し
た
が
、
27
代
協
は
減
店
と

な
り
、
合
計
で
前
年
度
末
対
比
で
１
２

２
店
減
少
の
１
万
２
１
４
５
会
員
と
な

っ
た
。
６
年
連
続
の
増
店
が
一
転
し
て

減
店
と
な
っ
た
が
、
令
和
の
ス
タ
ー
ト

と
と
も
に
本
年
度
の
取
組
み
を
期
待
し

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
も
、
本
業

に
直
結
す
る
地
震
保
険
の
普
及
や
無
保

険
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
じ
め
幅
広

い
分
野
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
た
が
、

こ
れ
ら
は
地
域
に
根
ざ
す
代
理
店
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
活
動
で
あ
り
、
地
域
社

会
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
専
門
家
と
し
て

着
実
に
信
認
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、

各
代
協
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

日
本
代
協
の
主
な
取
り
組
み
で
は
、

常
に
消
費
者
の
た
め
と
い
う
基
軸
の
下

に
、
引
き
続
き
３
つ
の
取
り
組
み
（
①

損
害
保
険
大
学
課
程
の
展
開
お
よ
び
日

本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー
、
②
社
会
貢
献
活

動
、
③
代
理
店
賠
責
「
日
本
代
協
新
プ

ラ
ン
」
の
周
知
と
加
入
促
進
）
を
事
業

の
柱
に
据
え
て
、
以
下
の
と
お
り
活
動

す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

「
日
本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
（ａ）

代
理
店
経
営
の
高
度
化
に
向
け
た
「
組

織
力
強
化
研
修
」、
（b） 

募
集
人
一
人
ひ

と
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
「
基

礎
教
育
研
修
」、
（c） 

収
益
向
上
に
向
け

た
「
実
践
的
研
修
」
を
３
本
柱
に
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
。

　

代
理
店
の
態
勢
整
備
、
顧
客
本
位
の

業
務
運
営
の
更
な
る
推
進
の
た
め
に

「
募
集
人
ご
と
の
教
育
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」

や
「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例
の
共

有
」
、
「
内
部
監
査
の
実
施
と
構
築
」

な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
３
月
か
ら

９
月
を
お
試
し
期
間
と
し
、
10
月
よ
り

本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
「
日
本
代
協
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
活
用
し
て
一
歩
先
を
行
く
。

Ｉ
Ｄ
登
録
を
済
ま
せ
、
実
際
に
利
用
し

て
み
て
、
意
見
・
要
望
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
「
代
協
の
、
代
協
に
よ
る
、
代

協
（
会
員
）
の
た
め
の
仕
組
み
」
で
あ

る
「
日
本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
全
員

参
画
型
で
作
り
上
げ
る
。

　

「
社
会
貢
献
活
動
」
で
は
、
損
保
協

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
事
故
防
止
や

防
災
・
減
災
に
資
す
る
活
動
等
を
展
開

し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
役
に
立
て
る
よ
う

取
り
組
む
。
併
せ
て
、
清
掃
や
植
林
活

動
等
を
通
し
て
地
球
環
境
保
護
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

代
理
店
賠
責
「
日
本
代
協
新
プ
ラ
ン
」

は
、
代
理
店
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

備
え
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
本
プ

ラ
ン
は
日
本
代
協
の
提
供
す
る
会
員
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
大
き
な
柱
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
説
明
会
を
通
し
て
広

く
未
加
入
代
理
店
に
声
か
け
し
、
周
知

と
加
入
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
「
会
員
増
強
」

（
仲
間
づ
く
り
推
進
）
に
つ
い
て
は
、

（
2
頁
へ
つ
づ
く
）

　

日
本
代
協
は
６
月
14
日
（
金
）
、
２
０
１
９
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

２
０
１
８
年
度
（
第
55
期
）
事
業
報
告
案
な
ど
計
２
議
案
を
付
議
、
全
議
案

が
決
議
承
認
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
金
子
智
明
会
長
は
「
新
年
号
の
も

と
例
年
以
上
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

常
に
消
費
者
の
た
め
、
地
域
社
会
の
お
役
に
立
つ
代
理
店
に
な
る
、
と
い
う

理
念
の
下
に
本
年
度
も
引
き
続
き
全
国
の
代
協
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度 

通
常
総
会
開
催

日
本
代
協
の
主
な
取
り
組
み

挨拶する金子会長

われわれは、次の募集規範
を遵守し、消費者の利益に
貢献します。

①社会性・公共性の自覚　②自己研鑽  
③信義・誠実性　④信用の維持  
⑤反社会的勢力との関係遮断

①重要事項の説明　②最適アドバイス  
③アフターサービス・アフターフォロー
④顧客情報の守秘　⑤法令の遵守

倫
理
規
範

行
動
規
範

（1）

第315号

令和元（2019）年 7月24日

発行者（一社）日本損害保険代理業協会　
会長  金子智明 　
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 　03（3201）2745   FAX 03（3201）4639 
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～今を変えなければ未来は変わらない～



に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
、

②
「
２
０
１
９
年
度
の
各
代
協
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
事
業
計
画
目
標
達
成
、

組
織
活
性
化
の
具
体
策
の
共
有
）
」
を

テ
ー
マ
に
分
散
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
の
推
進
等

で
は
、
日
本
代
協
か
ら
①
代
協
正
会
員

の
仲
間
づ
く
り
推
進
、
②
損
害
保
険
大

学
課
程
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
、

③
日
本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー
の
登
録
状
況

な
ら
び
に
今
後
の
周
知
徹
底
、
④
第
９

回
日
本
代
協
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
⑤
業

法
改
正
対
応
最
新
情
報
、
⑥
各
委
員
会

か
ら
の
報
告
（
Ｐ
Ｒ
動
画
再
生
状
況
、

年
金
基
金
加
入
希
望
者
紹
介
業
務
の
状

況
、
代
理
店
経
営
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
、

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｓ
実
施
な
ど
）
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
各
種
取
り
組
み
表
彰

で
は
、
各
部
門
で
以
下
の
代
協
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

１　

２
０
１
８
年
度
代
協
正
会
員
増
強

　
　

運
動
の
表
彰

①
年
間
自
主
目
標
達
成
代
協
の
表
彰

・
福
岡
…
…
基
準
Ⅰ
目
標
達
成

・
鹿
児
島
…
…
基
準
Ⅱ
目
標
達
成

・
山
梨
、
福
井
、
奈
良
、
徳
島
、
熊
本
、

　

沖
縄
、
滋
賀
、
京
都
、
長
崎
…
…
基

　

準
Ⅲ
目
標
達
成

・
会
長
特
別
表
彰
：
Ｖ
15
達
成
の
福
岡
、

　

Ｖ
６
達
成
の
滋
賀
、
Ｖ
５
達
成
の
山

　

梨
、
京
都
、
奈
良
、
長
崎
、
熊
本

・
年
間
連
Ｑ
稼
働
達
成
（
９
月
末
、
12

　

月
末
、
３
月
末
す
べ
て
ク
リ
ア
）
：

　

該
当
な
し

（
１
頁
か
ら
つ
づ
く
）

「
奇
手
妙
手
は
な
く
、
多
く
の
会
員
の

地
道
な
活
動
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
保
険
会
社
頼
み
で
は
な
く
、
支
部

活
動
の
活
性
化
、
活
発
化
が
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。
代
協
活
動
の
魅
力
、
面

白
み
を
高
め
、
全
国
の
支
部
活
動
の
活

性
化
、
活
発
化
に
向
け
て
、
支
部
長
を

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
国
民
年
金
基
金
が
平
成
31

年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
全
国
基
金
へ
の

円
滑
な
合
流
が
実
現
で
き
た
こ
と
、
昨

年
度
は
11
代
協
が
基
金
へ
の
加
入
者
目

標
を
達
成
し
、
有
終
の
美
を
飾
っ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
来
賓
の
金

融
庁
監
督
局
の
横
尾
光
輔
保
険
課
長
が

挨
拶
し
ま
し
た
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

議
事
に
入
り
、
第
１
号
議
案
「
２
０

１
８
年
度
（
第
55
期
）
事
業
報
告
案
承

認
の
件
」
、
第
２
号
議
案
「
２
０
１
８

年
度
（
第
55
期
）
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
、
財
産
目
録
の
件
」

な
ど
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
後
、
２
０
１
９
年
度
第
２

回
理
事
会
と
第
１
回
全
国
会
長
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
全
国
会
長
懇
談
会
で
は
、
①

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
の
推
進
な
ど

２
０
１
９
年
度 

第
１
回

全
国
会
長
懇
談
会

諮 問 ・ 推 進 事 項委 員 会

〈 2019年度 各委員会への諮問・推進事項 〉

企画環境委員会

教育委員会

組織委員会

ＣＳＲ委員会

広報委員会

機関紙編集室

コンベンション

ビジョン委員会

・募集実態のモニタリングと具体的対応の実施
・代理店賠責の推進（含む保険会社社員の理解促進）と募集上の留意点の情宣
・共通化・標準化の推進
・チャネル競争力強化策、消費者･契約者に代理店の価値を伝える施策の検討、提示

・日本代協アカデミー（ＮＤＡ）の展開（含む各委員会との連携によるコンテンツの充実）
・損害保険大学課程の運営・検証・改善
・代理店の収益向上・体制整備強化に資する好取組事例の収集と展開

・各会員資格と会費モデルの提供
・大規模災害時の鑑定補助制度創設に向けた検討と折衝
・代理店の体質強化に向けた支援策の検討・提供（代理店経営サポートデスクと連携した
　施策、ツール、帳票等の提供）

・日本代協ニュースの発行による代協加盟代理店への情報提供

・日本代協ＨＰの抜本的改定の実施
・日本代協及び損害保険トータルプランナーのブランド向上に向けたＰＲ施策の検討・実施
・代協の魅力を伝える動画の制作
・「みなさまの保険情報」の活用推進

・ぼうさい探検隊の積極推進
・中小企業のサイバーセキュリティ対策の啓発活動の実施
・防災・減災の具体的な取組みの検討（含むハザードマップの活用推進等）

・情報と熱が伝わる組織作りの推進
・各代協ならびに各会員のＨＰの活用推進（広報と連携）
・「仲間づくり」の推進

・2019年度コンベンション開催に向けたアクションプランの策定・実行と当日の運営

「ハッピーリタイアメントプランの検討・提言」については、企画環境委員会とは切り離し、別途、少人数で研究会を立ち
上げ、好取組事例の収集などに取り組む。人選は会長に一任する。

※全委員会が日本代協アカデミーのコンテンツづくりに関わる。

（2）日本代協ニュース令和元（2019）年 7月24日 ～今を変えなければ未来は変わらない～



無
料
お
試
し
期
間
＝

９
月
末
ま
で
延
長
！

②
会
員
増
強
２
月
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

の
表
彰

　

入
賞
し
た
８
代
協
（
や
ま
が
た
、
山

梨
、
福
井
、
京
都
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿

児
島
、
沖
縄
）
を
表
彰

※
支
部
活
性
化
の
好
取
組
発
表
は
該
当

　

な
し
。

２　

全
国
一
斉
「
国
民
年
金
基
金
推
進

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
表
彰

①
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
の
目
標
達
成

　

代
協
：
山
梨
、
京
都
、
熊
本

②
年
度
末
ま
で
の
達
成
代
協
：
神
奈
川
、

　

静
岡
、
三
重
、
福
井
、
滋
賀
、
奈
良
、

　

大
阪
、
福
岡

・
会
長
特
別
表
彰
：
Ｖ
４
以
上
達
成
＝

　

Ｖ
６
京
都
、
奈
良
、
熊
本
、
Ｖ
５
山

　

梨
３　

三
冠
王
（
会
員
増
強
・
国
民
年
金

　
　

基
金
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
コ
ー　

　
　

ス
）
の
表
彰

　

京
都
、
福
井
、
山
梨
、
福
岡
、
熊
本
、

奈
良
、
滋
賀
の
７
代
協
（
三
冠
王
の
連

覇
：
京
都
、
山
梨
、
熊
本
、
奈
良
は
５

連
覇
、
滋
賀
は
３
連
覇
）

　

懇
談
会
終
了
後
、
警
視
庁
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
本
部
に
よ
る

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
聴
講
し
ま
し
た
。

代
協
会
員
の
経
営
支
援
の
た
め
に

『
代
理
店
経
営
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
』

の
創
設

　

７
月
よ
り
、
日
本
代
協
事
務
局
内
に

『
代
理
店
経
営
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
』
を

設
置
（
火
曜
日
〜
木
曜
日
は
事
務
局
常

駐
）
し
ま
す
。

　

日
本
代
協
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
粕
谷
智

氏
に
相
談
室
長
に
就
任
い
た
だ
き
、
代

理
店
経
営
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
支

援
策
の
企
画
開
発
、な
ら
び
に
ツ
ー
ル
・

帳
票
等
の
作
り
こ
み
を
行
い
、
代
協
会

員
の
皆
様
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
弾
と
し
て
、
①
小
規
模
代
理
店

向
け
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ツ
ー
ル
「
み
ん
な
で

作
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
提
供
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
社
員
論
議
シ
ー
ト
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
シ
ー
ト
、
解
説
書
）
、
②
「
代
理
店

の
戦
略
的
事
業
承
継
支
援
策
」
（
事
前

調
査
用
各
種
資
料
の
提
供
）
を
行
い
、

今
後
順
次
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
「
代
理
店
経
営

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
（
毎
週
水
曜

日
10
時
〜
16
時
）
、
採
用
、
育
成
、
教

育
、
労
務
管
理
、
給
与
、
評
価
、
合
併
、

後
継
者
問
題
、
生
産
性
向
上
、
成
長
性

確
保
等
に
つ
い
て
、
代
協
会
員
の
皆
さ

ま
の
個
別
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ル
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
専
用
電
話
】

　

０
３-

６
２
６
８-

０
７
８
８

【
専
用
メ
ー
ル
】

　

agsupport@
nihondaikyo.or.jp

☆
是
非
と
も
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し

　

ま
す
！

　　

日
本
代
協
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム

「
日
本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
の
活
用
に
向
け
て
３
月
４
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
無
料
お
試
し
期

間
」
を
６
月
末
か
ら
９
月
末
ま
で
延
長

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
体
験
下
さ
い
。

Ｉ
Ｄ
登
録
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
試
し

期
間
中
の
登
録
手
続
き
方
法
は
左
記
の

「
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
申
込
登
録
の
ご

案
内
」
（
動
画
）
で
視
聴
下
さ
い
。

【
動
画
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

https://youtu.be/rym
L0C1h-yI

▽
無
料
お
試
し
期
間 

：
２
０
１
９
年　

　

９
月
30
日
（
月
）
ま
で

▽
申
込
対
象
者
：
都
道
府
県
代
協
正
会

　

員
（
含
従
業
員
）

▽
申
込
方
法
：
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
に
ア

　

ク
セ
ス

〜
日
本
代
協
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　 

ネ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
〜 

無
料
お
試
し
期
間
＝

９
月
末
ま
で
延
長
！

代理店賠償責任保険・受託財物保険・施設賠償責任保険

今年度の
契約方式は…

代協正会員を対象とした代理店賠責“日本代協新プラン”は、来る10月１日が満期となります。
〇８月10日以降、Ｃｈｕｂｂﾁｬﾌﾞ損害保険より、一式書類（新規用・継続用）を全正会員に一括送付
〇最終申し込み締切日＝２０１９年９月４日（水）
〇必要事項を記入の上、専用「郵便振替用紙」にて、保険料を払い込みください。
〇10月中旬以降、Ｃｈｕｂｂﾁｬﾌﾞ損害保険より加入者証が送付されます。

この保険では、加入者単位に「遡及日」（一番最初の契約始期日）が設定されています。
遡及日以降の募集行為に関して、保険期間内に賠償請求があった場合、補償の対象となりますので、
満期継続により遡及日も継続できますので、手続きを失念されないようご留意ください。

同保険の引き受け保険会社は「Ｃhubbﾁｬﾌﾞ損害保険会社」です。

“日本代協新プラン”2019年度  関連情報

昨年同様の補償内容で、保険料も据え置きです。
代理店賠償責任保険・受託財物保険・施設賠償責任保険

⇒１請求につき　支払限度額：１億円　免責金額：５万円

～ご留意点～
遡及日の取扱い

（3） 令和元（2019）年 7月24日日本代協ニュース～今を変えなければ未来は変わらない～



　

日
本
損
害
保
険
代
理
業
協
会
お
よ
び

会
員
の
皆
様
に
は
、
金
融
行
政
に
深
い

ご
理
解
を
賜
る
と
と
も
に
保
険
代
理

店
・
募
集
人
に
対
す
る
教
育
・
研
修
活

動
を
は
じ
め
保
険
契
約
者
保
護
に
ご
尽

力
頂
い
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
対
し
て
、
御
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
正
保
険
業
法
は
平
成
26
年
５
月
に

成
立
・
公
布
さ
れ
、
28
年
５
月
に
政
府

令
・
監
督
指
針
と
と
も
に
施
行
し
ま
し

た
。
施
行
か
ら
丸
３
年
が
経
ち
、
皆
様

は
こ
の
間
、
業
務
を
適
切
に
行
う
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
確
実
な
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
に
取
り
組
ん
で
頂
い
た

こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

現
体
制
を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
を
行
え
る
よ
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

代
理
店
の
皆
様
が
、
実
務
等
に
関
す

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
育
や
研
修
に
十
二

分
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
損
害
保
険
代

理
業
協
会
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み

を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
頂
く
中
で
保
険
募
集
の
品
質
向

上
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

保
険
会
社
お
よ
び
保
険
代
理
店
は
、

真
に
顧
客
ニ
ー
ズ
や
利
益
に
適
う
保
険

商
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

国
民
の
皆
様
に
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

と
き
、
安
心
し
て
そ
の
後
の
生
活
を
継

続
で
き
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
保
険
代
理
業
は
重
要

な
産
業
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
皆
様

が
わ
が
国
経
済
の
成
長
や
国
民
生
活
の

安
定
に
一
層
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

金
融
庁
で
は
、
保
険
代
理
店
の
顧
客

ニ
ー
ズ
や
知
識
、
経
験
、
財
産
の
状
況

に
見
合
っ
た
保
険
商
品
の
販
売
は
、
顧

客
の
立
場
に
立
っ
た
商
品
説
明
や
販
売

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
皆
様
の
前

向
き
な
業
務
運
営
の
改
善
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
保
険
業
法
に
関
連
し
て
金
融
庁

お
よ
び
財
務
局
が
実
施
す
る
保
険
代
理

店
の
検
査
は
、
改
正
保
険
業
法
へ
の
対

応
と
し
て
皆
様
が
取
り
組
む
体
制
整
備

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
代
協
会
員
の
皆
様
に
限
ら
ず
、

全
般
的
な
観
点
で
そ
の
一
端
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　

保
険
募
集
人
の
皆
様
は
、
顧
客
に
対

し
て
推
奨
商
品
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
選
定
理
由
に
つ
い
て

お
客
さ
ま
に
十
分
に
説
明
で
き
る
体
制

に
な
っ
て
い
な
い
事
例
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
社
内
規
定
上
で
は
、
個
々

の
契
約
に
つ
い
て
お
客
さ
ま
の
意
向
お

よ
び
比
較
説
明
や
比
較
推
奨
販
売
の
記

録
を
義
務
付
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
記
録
が
取
ら
れ
て
お
ら

ず
事
後
検
証
と
し
て
個
々
の
営
業
が
適

切
か
否
か
を
検
証
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
事
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

募
集
人
か
ら
勤
務
状
況
等
を
報
告
さ
せ

管
理
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
報
告
さ
せ
る
内
容
を
具
体
的

に
周
知
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
募

集
人
の
出
勤
状
況
等
を
把
握
し
て
お
ら

ず
、
就
業
規
則
等
に
違
反
し
て
い
る
募

集
人
に
対
し
て
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
な
い
等
の
事
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
面
の
体
制
が
必
ず

し
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
事
例

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
金
融
庁
お
よ
び
財

務
局
で
は
、
引
き
続
き
保
険
代
理
店
に

対
す
る
検
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
た
検
査
は
、
外
部
の
目
を
通
し
て

自
社
経
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会
と
捉

え
、
そ
の
後
の
事
務
管
理
あ
る
い
は
業

務
品
質
の
向
上
に
繋
げ
る
き
っ
か
け
と

し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
保
険
代

理
店
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
保
険
募

集
の
適
切
性
を
担
保
す
る
た
め
、
体
制

整
備
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
１
日
か
ら
、
新
た
な
時
代
『
令

和
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。『
令
和
』

の
美
し
く
調
和
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
全

国
各
地
域
で
様
々
な
活
動
を
行
う
保
険

代
理
店
が
架
け
橋
と
な
り
調
和
を
築
く

よ
う
ご
尽
力
さ
れ
る
姿
と
重
な
り
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
保
険
代
理
店
と
し
て
、

保
険
業
界
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
と
契

約
者
保
護
に
ご
貢
献
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

横
尾
光
輔
氏

金
融
庁
監
督
局
保
険
課
長

代
理
店
・
募
集
人
に
問
わ
れ
る

推
奨
商
品
の〝
明
確
な
選
定
理
由
〞

来賓挨拶
■ 

改
正
保
険
業
法
施
行
後
の

　

 

保
険
代
理
店
の
現
状
と
課
題

■ 

保
険
代
理
店
に
対
す
る

　

 

検
査
ス
タ
ン
ス

2019年度
第9回 日本代協コンベンションのご案内

11月1日（金）：グランドニッコー東京　台場
　　　　　　（東京都港区台場2-6-1）
11月2日（土）：損保会館・近隣ホテル会場
　　　　　　（東京都千代田区淡路町2-9）

（4）日本代協ニュース令和元（2019）年 7月24日 ～今を変えなければ未来は変わらない～



　

現
地
で
は
、Tokio M

arine Am
e

rica

の
出
口
学
氏
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
始
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
主
催
の
３
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー

も
含
め
て
、
大
変
有
意
義
な
気
づ
き
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
初
日
の
午
前
中
は
、
日
本
代
協

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
氏
に

よ
る
米
国
損
保
市
場
の
概
要
や
ト
レ
ン

ド
に
関
す
る
講
義
、
午
後
はInsur

Tech

や
自
動
運
転
、
Ａ
Ｉ
の
保
険
業

界
に
お
け
る
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
、
ヘ

イ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
の
ビ
ル
氏
に
解
説

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
後
後
は
、
近

隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
主
催

の
ワ
イ
ン
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
や
代
理
店
の
方
々
と
懇
親

　

太
平
洋
保
険
学
校
（
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
は
、

日
本
代
協
の
教
育
研
修
事
業
の
一
環
と

し
て
１
９
７
９
年
に
第
１
次
研
修
団
を

送
り
出
し
て
以
降
、
毎
年
意
欲
的
な

方
々
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
延
べ

参
加
者
数
は
７
７
０
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。38
回
目
と
な
る
今
回
は
、14
名（
女

性
１
名
）
の
参
加
者
を
得
て
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
成
田
空
港
に
て
結

団
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
団
長
の
小
野

誠
一
氏
（
山
中
保
険
事
務
所
）
、
副
団

長
の
丸
山
あ
ゆ
み
氏
（
第
一
成
和
事
務

所
）
、
盛
合
惇
郎
氏
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
商
事
）
の
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
て
全
員
で
研
修
の
成
果
を
誓
い

合
い
、
成
田
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
中
堅
規
模
の
ブ
ロ
ー
カ

ー
で
あ
る
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
社
を
訪
問
。

ク
レ
イ
氏
か
ら
同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
や
営
業
戦
略
に
つ
い
て
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
サ
ー
プ
ラ

ス
ラ
イ
ン
ズ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
社
を

訪
問
。
サ
ー
プ
ラ
ス
ラ
イ
ン
と
い
う
日

本
に
は
な
い
形
態
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
営
業
実
態
や
戦
略
に
つ
い
て
詳
細
に

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ブ

ロ
ー
カ
ー
の
ウ
ッ
ド
ル
ー
フ
ソ
イ
ヤ
ー

社
に
向
か
い
、
被
買
収
に
抵
抗
し
な
が

ら
他
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
統
合
を
進
め
る

強
気
な
ア
ン
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
熱
い
プ
レ

ゼ
ン
に
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
マ
ー
シ
ュ
社
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
支
店
を
訪
問
し
、
規
模
感
の

違
い
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
同
社
の
戦

略
、
特
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

取
り
組
み
を
中
心
に
解
説
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
３
日
目
は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
保

険
会
社
の
サ
ン
ノ
ゼ
地
区
オ
フ
ィ
ス
に

向
か
い
、
同
地
区
の
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
務
め
る
デ
イ
ブ
氏
と
日
本
人
で

同
社
専
属
代
理
店
を
営
む
有
澤
忍
氏
か

ら
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
の
特
徴
や
地
区
オ
フ

ィ
ス
の
位
置
づ
け
、
代
理
店
指
導
の
内

容
、
営
業
の
実
態
、
手
数
料
収
入
、
代

手
水
準
、
商
品
説
明
、
ク
レ
ー
ム
事
例

紹
介
等
、
様
々
な
内
容
を
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
地
で
実
際
に
地
域
密
着

の
代
理
店
を
営
む
日
本
人
が
解
説
し
て

く
れ
る
た
め
、
非
常
に
理
解
が
進
み
、

興
味
深
く
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
３
日
間
に
亘
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
修
了
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
パ
ワ

ー
協
会
で
開
か
れ
た
昼
食
会
兼
卒
業
式

に
臨
み
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
氏
か

ら
各
受
講
者
と
今
回
で
添
乗
が
最
後
と

な
る
ケ
イ
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
の
尾
越
氏

に
修
了
証
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
実

り
多
い
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
卒
業
式
の
後
に
は
、
通
訳
と
し

て
同
席
い
た
だ
い
た
リ
チ
ャ
ー
ド
中
村

氏
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
氏
、
さ
ら
に
は
元

東
京
海
上
日
動
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
駐

在
員
の
森
知
久
氏
も
加
わ
っ
て
Ｑ
＆
Ａ

タ
イ
ム
が
あ
り
、
保
険
業
界
と
い
う
視

点
を
一
度
外
に
置
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
で
考
え
て
み
る
こ
と
、
変
化
に

踊
ら
さ
れ
ず
に
日
本
の
良
さ
を
生
か
し

な
が
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ

る
こ
と
、
顧
客
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
再
認

識
し
な
が
ら
全
て
の
研
修
日
程
を
終
え

ま
し
た
。

　

保
険
業
界
に
と
っ
て
は
、
特
に
デ
ジ

タ
ル
の
進
化
に
よ
っ
て
１
０
０
年
に
一

度
の
変
革
期
と
言
わ
れ
る
激
動
の
時
代

で
す
が
、
全
体
を
通
じ
、
「
保
険
を
売

る
」
の
で
は
な
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
こ

と
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
代
理
店
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
活
用
が
も
の
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

行
し
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
が

不
要
な
分
野
は
デ
ジ
タ
ル
が
徹
底
活
用

さ
れ
て
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

人
で
な
い
と
で
き
な
い
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
、
役
割

分
担
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ン
プ
ル
化

に
よ
り
一
人
の
募
集
人
が
多
く
の
契
約

を
担
当
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
生
産
性
と
価
値
向
上
が
と

も
に
実
現
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
人
と
人
の
信
頼
関
係
が

基
点
と
い
う
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
は

日
米
間
で
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、

そ
の
接
点
の
あ
り
方
に
は
様
々
な
違
い

が
あ
る
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
ど
う
生
か
す
か
、
受
講
者
の
意
識

と
行
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
研
修
に
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
米
国
で
企
画
・

運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
様
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
支
部
の
皆
様
、Tokio M

arine 
Am
erica

並
び
に
本
店
営
開
部
の
皆

様
、
そ
し
て
研
修
全
体
を
お
支
え
い
た

だ
い
た
ケ
イ
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会

社
様
と
引
率
頂
い
た
尾
越
様
、
服
部
様

に
深
く
感
謝
を
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人　

日
本
損
害
保
険
代

　

理
業
協
会
専
務
理
事　

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事

　

務
局　

野
元
敏
昭
）

5
月
31
日
〜
6
月
7
日

第
38
次
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｓ
／
太
平
洋
保
険
学
校

帰
国
報
告（　
　

）

参
加
者

14
　
名

記念撮影（フィッシャーマンズワーフ）

研修風景（ペンブルック社）
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◎
吉
川 

浩
（
レ
ジ
ア
ス
イ
ン
パ
ク
ト
㈱
）

　

10
年
ぶ
り
の
米
国
を
保
険
業
界
の
視
点

か
ら
見
聞
し
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
合
理
化
、
効
率
化
、

InsurTech

の
取
組
み
が
進
む
一
方
、
格

差
社
会
は
さ
ら
に
深
刻
な
状
況
だ
と
肌
で

感
じ
た
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
多
様
化
す
る
リ

ス
ク
に
対
し
、
他
分
野
の
専
門
家
の
知
見

を
貪
欲
に
取
り
入
る
一
方
、
専
属
代
理
店

は
対
面
で
の
顧
客
接
点
を
重
視
す
る
な
ど
、

顧
客
満
足
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
研
修
で

得
た
„
財
産
“
を
今
後
に
活
か
し
た
い
。

◎
古
川
浩
一
（
ト
ッ
プ
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

　

今
回
、
日
本
で
は
感
じ
る
こ
と
の
出
来

な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。

他
社
と
の
差
別
化
や
独
自
性
を
出
す
為
に
、

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
着
化
が
、
大
き
く
進

ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
研
修
仲
間
か

ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
ら
を
活
か
し
て
、
保
険
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
時
代
に
適
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
出

来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◎
松
原
弘
人
（
日
本
製
紙
総
合
開
発
㈱
）

　

ア
メ
リ
カ
の
保
険
業
界
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
と
興
味
を
抱
い
て
参
加
し
た
。

訪
問
し
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
は
、
規
模
の
差

に
圧
倒
さ
れ
、
分
業
体
制
が
整
っ
て
い
る

プ
ロ
集
団
で
あ
る
こ
と
に
感
心
し
た
。
ブ

ロ
ー
カ
ー
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
会
社
が
あ
る
こ

と
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
会
社

を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
想
像
も
し
て
い

な
か
っ
た
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
べ
き
か

模
索
し
な
が
ら
今
後
の
糧
と
し
た
い
。

◎
千
々
和
豊
（
ト
ッ
プ
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

　

日
本
の
保
険
業
界
に
起
こ
り
う
る
変
化

を
見
聞
き
し
た
い
と
思
い
、
参
加
し
た
。

実
際
に
日
本
に
お
け
る
常
識
と
米
国
に
お

け
る
常
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、
ブ
ロ
ー
カ
ー

お
よ
び
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
方
々
が
日
常
的

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

も
、
主
に
紹
介
か
ら
新
た
な
顧
客
を
得
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
意
外
に
感
じ
た
。

◎
並
木
淳
一
（
㈲
並
木
保
険
企
画
）

　

「
10
年
先
の
日
本
へ
」
と
い
う
安
易
な

気
持
ち
で
臨
ん
だ
研
修
で
あ
っ
た
が
、
米

国
保
険
市
場
の
様
々
な
背
景
を
知
る
こ
と

で
「
す
べ
て
が
未
来
の
日
本
の
姿
で
は
無

い
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
特

筆
す
べ
き
学
び
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
代
理

店
の
業
務
の
効
率
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応
。
そ
し
て
そ
の
姿
に
真
の
プ
ロ
の

気
概
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
米

国
文
化
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
も
自
ら
に
と

っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

◎
船
岡
博
樹
（
㈱
日
企
）

　

制
約
と
文
化
の
違
い
が
日
米
の
製
販
形

態
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら

び
にInsurTech

に
よ
る
周
辺
サ
ー
ビ
ス

か
ら
契
約
数
に
繋
げ
る
展
望
等
を
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
方
々
と
直
に
会
話
も
出

来
る
濃
厚
な
研
修
で
あ
っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
だ
け
で
な
く
、
対
面
で
の
信
頼
度
向

上
に
よ
り
、
顧
客
が
〔
ひ
と
〕
に
つ
く
と

い
う
本
質
は
、
日
米
と
も
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

◎
三
樹
一
孝
（
ア
ー
ム
リ
ン
ク
㈱
）

　

米
国
の
新
旧
の
文
化
や
生
活
な
ど
に
触

れ
ら
れ
非
常
に
有
意
義
な
研
修
だ
っ
た
。

研
修
そ
の
も
の
は
良
か
っ
た
が
、
ブ
ロ
ー

カ
ー
業
よ
り
も
日
本
の
保
険
事
情
に
あ
っ

た
先
を
多
く
す
べ
き
。
規
模
が
大
き
す
ぎ

て
参
考
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
保
険
の
未

来
像
を
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た
だ
け
る
な
ら
、

通
訳
を
考
え
る
べ
き
。
代
協
の
慰
安
旅
行

の
様
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
日
本
代
協

発
信
の
称
号
を
受
講
者
に
は
持
た
せ
る
、

そ
ん
な
形
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は
？
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｓ
の
持
つ
日
本
の
代
理
店
へ
の
期
待
や

希
望
が
、
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
解
り
や

す
く
伝
わ
る
様
な
研
修
を
期
待
し
ま
す
。

◎
原
卓
久
弥
（
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損
害
保
険
㈱
）

　

保
険
会
社
社
員
の
立
場
と
し
て
、
普
段
、

社
内
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
北
米
の
保
険

事
情
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
保
険
会

社
・
代
理
店
の
方
の
現
場
の
話
を
聞
く
こ

と
が
出
来
て
、
非
常
に
有
意
義
で
発
見
の

多
い
研
修
と
な
っ
た
。
『
お
客
様
の
た
め

に
』
と
い
う
根
幹
の
考
え
は
日
本
と
変
わ

ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
の
経
営
・
募
集
行

為
な
ど
す
べ
て
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
化
・
効

率
化
さ
れ
て
お
り
、
遅
れ
を
取
っ
て
い
る

と
感
じ
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
故
に
ま
だ
ま

だ
日
本
の
市
場
も
成
長
す
る
た
め
に
変
革

で
き
る
部
分
は
あ
る
と
感
じ
た
。

◎
陣
内 

栄
（
㈱
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
･
サ
ポ
ー
ト
）

　

保
険
販
売
の
在
り
方
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
、

保
険
専
業
代
理
店
、
乗
合
代
理
店
の
役
割
、

兼
業
代
理
店
の
い
な
い
、
ア
メ
リ
カ
の
現

状
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
非
常
に
満
足
で

あ
る
。
日
本
以
上
の
貧
富
の
格
差
が
あ
り
、

学
生
が
人
生
の
大
半
を
学
生
ロ
ー
ン
の
返

済
に
追
わ
れ
る
現
状
に
は
胸
を
打
た
れ
る

も
の
が
あ
る
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

是
非
若
い
う
ち
に
勉
強
し
に
訪
れ
て
ほ
し

い
と
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

◎
小
野
誠
一
（
㈱
山
中
保
険
事
務
所
）

　

現
在
も
進
化
す
る
米
国
の
損
害
保
険

（
含InsurTech

）
に
関
す
る
基
本
構
造

を
理
解
で
き
れ
ば
と
臨
ん
だ
が
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
肌
で
感
じ
た
米
国

（
競
争
に
よ
る
成
功
者
の
光
の
強
さ
と
敗

者
の
闇
の
深
さ
）
が
、
自
分
に
と
っ
て
強

烈
な
印
象
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
現
実
を
常
に
新
し
い
目
で
見
て

行
動
し
、
将
来
に
向
け
変
え
て
い
く
努
力

に
つ
な
げ
た
い
。

◎
加
藤
高
一
（
セ
キ
ス
イ
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

　

20
年
後
の
起
こ
り
え
る「
貧
富
の
格
差
」

「
民
族
多
様
性
（
移
民
拡
充
政
策
）」「
訴

訟
社
会
」
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、

ま
た
、
米
国
の
保
険
事
業
・
最
新
ト
レ
ン

ド
・
専
門
商
社
性
（
約
２
７
０
０
社
の
保

険
会
社
）
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
研
修
で

あ
っ
た
。
38
回
も
歴
史
あ
る
研
修
で
あ
る

な
ら
ば
、
「
食
事
確
認
」
「
会
場
の
面
積

確
認
」
「
研
修
の
日
程
削
減
」
「
資
料
の

事
前
配
布
・
内
容
確
認
」
「
事
前
の
各
社

基
礎
知
識
の
講
義
」
が
改
善
点
で
あ
る
。

◎
丸
山
あ
ゆ
み
（
㈱
第
一
成
和
事
務
所
）

　

米
国
の
保
険
業
界
の
話
に
つ
い
て
い
け

る
だ
ろ
う
か
と
不
安
を
抱
え
て
参
加
し
た

が
、
今
後
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
在
り
方
や
、

保
険
業
界
の
進
化
の
方
向
な
ど
、
お
客
様

の
た
め
に
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
を
再
考
す

る
良
い
機
会
と
な
り
、
日
々
の
自
ら
の
業

務
に
直
結
す
る
課
題
を
持
ち
帰
る
こ
と
が

出
来
た
。
問
題
意
識
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

業
界
発
展
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

◎
盛
合
惇
郎
（
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
商
事
）

　

日
常
で
は
知
り
え
な
い
米
国
の
保
険
事

業
を
代
理
店
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
よ
り
聞
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
参
考
に
な
る
研
修
だ

っ
た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
観

点
が
非
常
に
根
付
い
て
お
り
、
保
険
商
品

を
売
る
だ
け
で
は
な
い
役
割
を
担
う
こ
と

に
よ
り
顧
客
と
の
強
固
な
関
係
を
築
こ
う

と
し
て
い
る
姿
勢
が
あ
っ
た
。
こ
の
経
験

を
自
社
保
険
事
業
発
展
に
役
立
て
、
お
客

様
と
の
関
係
を
今
以
上
に
発
展
さ
せ
た
い
。

◎
野
元
敏
昭
（
〔
一
社
〕日
本
代
協
）

　

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ベ
ル
の
深
さ
と
高
さ
を
痛
感
し
た
。
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
を
前
提
と
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
や
機
能
別
対
応
の
徹
底
な
ど
、
顧
客
に

集
中
す
る
た
め
の
効
率
的
な
体
制
構
築
も

有
益
だ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
社

の
具
体
的
な
行
動
基
準
に
基
づ
く
募
集
人

指
導
に
は
、
プ
ロ
の
世
界
の
厳
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

第
 38 
次
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｓ
研
修
参
加
者
の
声
敬
称
略

順
不
同

（6）令和元（2019）年 7月24日 ～今を変えなければ未来は変わらない～日本代協ニュース


